
受けている。

速度炉、査部は，大街車に取り付けた速度発電機の周波数を直

流電庄に変換し， 1;l;準電庄と比較する方式の A-D 変換様であ

る。連続日ーである速度を ， -5-5-30- 70-110-160-210-の

七つの段階に分けて検出するようになっている。

論E甲町lは，車内信号受信機からの信号種別と，速度照T軍部か

らの列車の速度段階とを比較して表 2に従って'屯事のプレーキ

制御部を砲緩制御し，自動的にブレーキをかけ， ゆるめる よ う

になっている。

(5) .保安!立と各信頼度の向 k

A. T.C. 装償の各機R:fは故障が少ないよう十分吟味しである

ほか，万一故障したときは，常に安全側に動作するよう設計し

である。すなわち信号機i*では動作不能の故障があると停止信

号を， 二つ以 tの信号を同時にi圭信または受信する故障がある

と ，低い速度を指示する信号を JJ!示するようにな っ ている。速

度照査部は列車の速度が高いものと判断し，論Fl!.部はプレ ー キ

ヵ:ヵ=力、るよう kこなって L 、る。

しかし，このような故障が しばしば発刊し列車の正常運転

を乱すことは好ましくな L 、ので ， 主空tiな部分は同じものを 2-3

個設け，たとえ 1 個が故障しても ， 他の 1 -2 倒で正常に動作す

るように している。電車の運転向に速度指示計を 2 例設けたの

もこのためである。ー-"A. T. C. 信号 種別。 車内信号受信装置。

速度照1f.~位。(佐藤圭志)

しJ:かわせん 渋川線 f，f.馬県渋川 市か ら同県長野原町に

至る l司鉄 fJiE1JíIï路線てーあ っ て ， 所管する長野原自動車常業所は

長野原町に，渋川支所は渋川iIïにある。

1 12\:問 ・ キロ程および沿革

渋川~長野原 45.0km 1111 10 ・ 1 2 ・ 11 開業

川原湯駅前~川原湯温良 1.0 IIH 1 3 ・ 9 ・ 1

本路線は昭和 37 ・ 11 ・ 10 吾If線から分騰した。

2 営業範開 マf ・嚇 J ttl'i.

旅客および団 ti bi 三Z酬
叫 U、 1ft, .. .包 「 之象

体貸切の馴L 、 グ'一千.~守宙~'I .' f l
. ヌごーーーて リ i 駅前

をしてレる。 Hl t 峨 L \-t … 
. ， 製

3 使命 2J J 
同鉄長野原線 旬 。 ，ρ ・ ;;- 1'. 1"闘

のÌifÎ完路線として，地減開発の使命を有している。

4 特 長

京浜地I?':から l二信趨高原|羽立公園の中心部への要路に当たり，

沿線に川原湯蹴泉がある。(熊沢勇)

しほんおよびふさい 資本および負債 企業が事業を運

営するためには，現金や設備等の各種資産が必要であるが，資

本はそれ ら資産の所有関係を表わしたものである。したがって，

資産と資本とは表衰の関係にあるので，資産=資本の等式が成

立する。

このような資本を広義の資本(総資本ともい う。)と L 北、，こ

れはさらに自己資本(狭義の資本)と他人資本(負債とも L づ。)

とに分類される。

日本固有鉄道の勘定体系も，総資本を資本勘定と負債勘定と

に区分しているが， .1::記のように資本勘定は自己資本を，ま た

負債勘定は他人資本を意味するものである。このうち資本勘定

はさらに資本金 ・ 資本積立金および利益積立金の三つに，また

負債勘定は長期負債 ・ 短期負債および引当金の三つに分けてお

り ， その内容は，それぞれ次のとおりである。

〔資本勘定〕

()) 資本金

図-3 A. T. C. 地上装置

な っ ており， 列車の進入恒1)に軌道回路受信機， 進出側に向送信

機をそれぞれインピーダ γスボンドを介して接続してある。な

お A. T. C . 進路は信号現示図表によって規定される区間長が必

要であるから ， 2-3 個の軌道岡路を有lみ合わせて一つにしてあ

る。したがって A.T. C. 進路の境界 となる送受信機と，中間に

ある送受信機とは構造が異なり，中継点では，信号の有無のみ

検知し信号があった場合は，前の軌道回路と同じ信号をi差信

するようになっている。境界では信号の俺別を検知して，それ

に応じ信号現示図表に定めるとおりの信号を送信するよ うにな

っ ている。なお軌道回路に流す信号電流は，軌道回路絶縁継日

の絶縁厳壊があ っ ても，支障ないよう徹送波の周波数を交互に

変えている。

掌軌道回路送受信担軽は，温度・湿度の変化が少ないよう約 20

km ごとに設けられた勢信号機器室に集中設置され，故障発生

の防止と保守作業の集約，予備機の減少に役だっている@このた

め， 信号機;m室 と，軌道回路の聞には 2 本の信号用ケーブノレを

設け， 1 本を送信用， 他の 1 本を受信用に使用してし、る。

なお ， A.T.C. 進路の媛界後方には，停車場開では地点検知

地上子(種別Y) を 2 個連続して設け，停止制御地上子 ( P 点)と

し，停車場内では[山l側の軌条に 50m のケーフソレを添装して，停

止制御軌道阿路 としている。

(4) 車上装置

車上装置は，これまで運転士の主要な任務のーっとされてい

た，信号の注悦，速度の判断，信号に対応した速度の抑制とい

う 三つの作業を連続して行なうもので，車内信号受信機・速度

!慣習正問1 ・ J前 P担問l等からできている。

図-4 A. T. C 車上装慣
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図-5 車内信号受信組陸

車内信号受信機は，軌道回路から信号電流を受信する受電器

および信号の種別を判断する受信i!1Iからできている。受信日告は，

地上装置の搬送波と周期をとるため復調用の電源を電車線から
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